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憲法からよむ政治思想史
髙山裕二

担当編集から
政治学を学ぶ人こそ憲法を学ぶ必要が
ある，という著者の想いでこのテキス

トは生まれました。本書は日本国憲法の条文とその背景
にある思想の歴史との関係に着目した西洋政治思想史の
テキストです。
　本書では，憲法条文と思想史のリンクを明示させなが
ら思想史をよみ解いていきます。憲法で保障されている
様々な人権や，憲法で定められた統治のしくみ，憲法で
うたわれる平和主義などといった理念，これらはもちろ
ん突然あらわれたのではなく，ロックやバジョット，カ
ントといった思想家たちが歴史的に紡ぎあげてきたもの
です。本書をよむことによって，思想史が現在の物語と
して，日本社会・政治を形づくる憲法とどうつながって
いるのか学ぶことができます。
　憲法を学ぶ人こそ政治学を学ぶ必要がある，とまでは
いいませんが，本書についていえば，いちど憲法を学ば
れた学生さんにもぜひ手にとっていただきたいと思いま
す。現在の憲法学における解釈論・判例を支える根本に
はどのような思想家たちの議論があったのか，遡って考
えてみませんか。（岡山）
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※本書が書かれるきっかけとなった本の1つとして 
曽我部真裕 = 見平典編著『古典で読む憲法』（有
斐閣，2016年）があります。こちらもあわせてぜひ！

歴史順の構成のため，各条文にある理念がいつ誕生したのか，その前後関係も理解しやすいです。Point
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